
　

本
巻
に
は
、
約
三
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
本
県
域
の
あ
ゆ

み
を
、
最
新
の
発
掘
調
査
や
、
文
献
の
研
究
を
踏
ま
え
て
描
き
出
し
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
東
通
村
物
見
台
遺
跡
、
つ
が
る
市
丸
山
遺
跡

な
ど
か
ら
、
人
が
生
活
し
た
痕
跡
が
現
わ
れ
ま
す
。

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
、
外
ヶ
浜
町
大
平
山
元
Ⅰ
遺
跡
か
ら
約
一
万
六
千
年
前

の
日
本
で
最
古
の
土
器
が
出
土
し
、
そ
の
後
青
森
市
三
内
丸
山
遺
跡
に
代
表
さ

れ
る
円
筒
土
器
文
化
や
、
八
戸
市
是
川
中
居
遺
跡
・
つ
が
る
市
亀
ヶ
岡
遺
跡
に

代
表
さ
れ
る
亀
ヶ
岡
文
化
が
華
ひ
ら
き
ま
す
。

　

弥
生
時
代
に
は
、
日
本
で
最
北
の
水
田
遺
構
が
見
つ
か
り
、
南
か
ら
来
た
稲

作
文
化
の
影
響
が
本
州
北
部
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

古
代
は
エ
ミ
シ
た
ち
の
時
代
。
し
か
し
、
ひ
た
ひ
た
と
中
央
の
権
力
が
押
し

寄
せ
て
き
ま
す
。
阿
倍
比
羅
夫
の
遠
征
に
始
ま
り
、
律
令
国
家
は
版
図
を
北
へ

拡
大
。
や
が
て
エ
ミ
シ
か
ら
エ
ゾ
へ
と
移
り
変
わ
り
、
北
方
の
エ
ゾ
の
世
界
の

　

本
巻
は
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
奥
羽
仕
置
（
一
五
九
〇
）
後
、
廃
藩
置
県

（
一
八
七
一
）
ま
で
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

近
世
の
青
森
県
に
は
太
平
洋
側
（
南
部
地
方
）
に
盛
岡
藩
・
八
戸
藩
、
日
本

海
側
（
津
軽
地
方
）
に
弘

前
藩
・
黒
石
藩
が
あ
り
ま

し
た
。
各
藩
と
も
江
戸
時

代
を
通
じ
て
転
封
が
な

く
、
幕
府
か
ら
は
「
北ほ

く
て
き犾

（
＝
蝦
夷
地
）
の
押
さ

え
」
と
い
う
役
目
を
担
わ

さ
れ
る
一
方
、
各
自
の
文

化
が
育
ち
ま
し
た
。
本
州

北
端
に
あ
り
、
必
ず
し
も

　

本
巻
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）

年
の
廃
藩
置
県
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
新
し
い
時
代
を
扱
っ
た
「
近
現

代
」
六
章
と
、
県
内
各
地
で
の
民
俗

調
査
の
成
果
を
総
合
し
た
「
民
俗
総

論
」
三
章
を
収
め
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
大
正
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
旧
青
森

県
史
で
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

　

「
近
現
代
」
で
は
、
青
森
県
が
成

立
し
、
対
外
戦
争
や
敗
戦
を
体
験

し
、
相
次
ぐ
凶
作
に
悩
ま
さ
れ
な
が

産
物
に
強
い
興
味
を
示
す
都
の
貴
族
た
ち
。
時
代
は
、
防
御
性
集
落
、
前
九
年

合
戦
、
後
三
年
合
戦
の
混
乱
を
経
て
、
奥
州
藤
原
氏
の
繁
栄
に
い
た
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
本
県
域
は
陸
奥
国
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
世
に
入
り
鎌
倉
時
代
、
本
県
域
は
執
権
北
条
氏
の
所
領
化
。
そ
の
も
と
で

の
安
東
氏
の
勃
興
と
活
躍
に
加
え
、
南
北
朝
時
代
か
ら
は
南
部
氏
が
展
開
、
さ

ら
に
北
畠
氏
ら
が
さ
ま
ざ
ま
に
絡
み
合
う
室
町
、
戦
国
の
世
を
経
て
、
豊
臣
政

権
に
よ
る
奥

羽
仕
置
に

よ
っ
て
南
部

信
直
、
津
軽

為
信
が
そ
れ

ぞ
れ
の
支
配

を
認
め
ら

れ
、中
世
は

そ
の
幕
を
お

ろ
し
ま
す
。

農
業
生
産
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
方
が
海
に
囲
ま
れ
る
と
い
う
地

域
的
特
徴
か
ら
、
海
に
向
か
っ
た
交
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
、
林
業
や

馬
産
な
ど
、
各
種
の
産
業
が
栄
え
ま
し
た
。

　

本
巻
は
十
章
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
史
研

究
で
は
藩
ご
と
の
縦
割
り
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
県
内
の
自
治
体
史
で
は
初

め
て
同
時
代
ご
と
に
横
断
的
な

構
成
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
北
方
史
研
究

の
成
果
を
ふ
ま
え
、
本
州
ア
イ

ヌ
や
被
差
別
の
人
々
の
生
活
、

蝦
夷
地
稼
ぎ
な
ど
、
民
衆
の
動

向
に
つ
い
て
も
多
く
触
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

ら
も
、
そ
の
時
々
に
力
強
く
生
き
て
き
た
県
民
の
姿
を
多
角
的
に
取
り
上
げ
ま

し
た
。
出
稼
ぎ
や
集
団
就
職
、
石
油
危
機
な
ど
、
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
分
野
も

幅
広
く
取
り
上
げ
、
当
時
の
県
民
生

活
が
う
か
が
え
る
よ
う
構
成
し
て
い

ま
す
。

　

「
民
俗
総
論
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

南
部
・
下
北
・
津
軽
と
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
ご
と
に
刊
行
し
て
き
た
民
俗
編

と
県
史
叢
書
を
も
と
に
、
青
森
県
域

で
育
ま
れ
て
き
た
民
俗
文
化
の
特

徴
、
そ
し
て
地
域
性
、
歴
史
性
へ
と

迫
り
ま
す
。
ま
た
、
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
編
に
掲
載
し

き
れ
な
か
っ
た
写
真
や
映
像
を
多
数

収
録
し
ま
し
た
。
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